[image: image6.emf][image: image7.png]


[image: image1.png]


 
[image: image8.emf]
[image: image2.png]


 [image: image3.png]



[image: image4.png]


[image: image9.png]


　　　　　　　　　　　８月全体会より
[image: image10.png]


　 






　　　　　






全国学校財務ウィーク　
平成２３年１１月１日～１１月７日
「財務で支える　安全安心な学校づくりと教育活動」
　４年目となる今回は、「教材」と「施設」に着目し、最新の動向や
整備事例から、学校財務運営の役割を考える機会としましょう！
静岡県財務マンス


静岡県では、１１月の１ヶ月間を「財務マンス」として、取り組みを展開したいと考えています。この機会に、事務室から発信してみましょう！昨年度の県下の実践例を紹介します。
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平成２３年　10月


研究部





研究部だより





秋晴れの爽やかな季節を迎え、過ごしやすくなりました。８月は全体会や教頭先生との合同研等があり、各校・支部の取り組みや課題、個々の思い等について聞く機会が多くありましたね。１０月は前期の振り返りと後期の取り組みのスタートをする時期です。全体会での意見や感想をまとめましたので、振り返りながらヒントとなる点は取り入れ、実りの多い実践に繋げていきましょう！





人とのかかわり


・管理職、事務部内の人間関係


・教員への対応


・保護者の変化


・職場での孤立化


・他の味方を作る、よい面をみる、情報を共有する


・教員には、やってあげるばかりではなく、きちんとしたアドバイスをする


・マナーなどの一般常識を学びたい


・些細なことでも管理職に相談する


・授業をみると、教員の違う一面を知る


・事務の仲間、共同実施会で相談





多忙（感）


・行き詰まり（中途半端な電算化）


・実務をこなすだけで精一杯


・やりすぎていること、自己流がある


・思いばかりが先行し実態が伴わない


・事務量はどこで軽減できるか


・意味のない仕事(備品シール貼付など)


・職務内容の精選


・他地区・高校の効率化を学ぶ


・集中するやり方を変える、優先順位、スケジュール


・マニュアルを作るのが醍醐味


・交流してきた人の発言で、小中が発展するのでは





実務


・仕事の全体像を知らない、この仕事をしている意味が理解できない


・自分自身のスキルアップを図るのが大変


・若いうちに大規模、交流等の経験をすると良い


・まず基本ができるようになる


・小規模校にいる間に必携を勉強





職務内容


・現制度がいつまで続くか不安


・標準的職務が自分たちを縛っている


・雑用は仕事か


・これから事務のアピールが必要になる


・標準的職務にとらわれず他職種、地域の目を意識する


・個から組織へ、組織から質の向上へ、自然と視野は広がる


・それぞれの立場（若手、中堅、ベテラン）で考えることが進歩につながる





モチベーション


・こうなりたいと思ってもどうしていいかわからない


・事務主査になって、より力量をつけたいと思うようになった


・基調提案を聞いて目指すことが大事だと感じた


・やりがい、楽しみを見つける、健康





教育理解


・教員と同じ土台で話ができない


・授業を見に行きづらい


・校内の様子を理解、学校行事や授業をみる


・子どもに直結する仕事の楽しさ


・幅広い視野を持つために勉強したい





人材育成


・先輩にいろいろ聞く機会が減っている


・中堅層（40代）のリーダー化が課題


・マニュアルどおりでなく判断できなくては


・長くやってきた知識、マナーなど教えたい


・若いうちからの経験（窓口業務も）


・コミュニケーションが必要


・静岡市以外や高校に行くと幅が広がる


・昔は怒ってくれる人がいた


・若い人に役割を、任せた後は軌道修正


・育成する側も自分が育成されているという意識を持つ





共同実施


・横のつながりが弱い


・共同実施にたよりすぎ


・大幅交代期に初任者指導だけで手一杯になりそう


・教員は共同実施の一員という自覚がない


・共同実施会は仕事の意義を考える場にしたい、仕事の見直しにつながる


・支部内の学校改善を図る


・支部の枠を外した方が良い時がくるかも


・すべての教職員を巻き込む
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○感想


・講演会の内容がよかった。　　・基調提案で事務研の活動の流れと引き継いでいくべきものがわかった。


・顧問校長の指導講評で、「今日の研修の意味をそれぞれが考える」、「一人職の重さ」というところが印象的。　　


・支部を越えた初対面の人との出会いの場となり、仲間意識が芽生えて良かった。


・話し合う場が少ないので、こういう企画はありがたい。　・同世代で同じ悩みを抱えていることを知って安心した。


・課題や悩みで盛り上がり、なりたい自分までたどり着かなかった。


・知らない人と話すことが困難なテーマだった。　　・２年続けてやったので、来年は形式を変えてみたらどうか。





○他の人の思いを聞いて変化したこと


・視野が広がった。　 ・悩みが解決した。　 ・悩みを共有でき、気持ちが楽になった。　・後輩に教えていきたい。


・自分を磨き、自分なりに仕事のやり方を作り、自分を強くしていこうと思った。


・見習いたい（片づけ、校内巡視、仕事のやりかた 等）　　・共同実施会で話し合いの場を持ちたい。





９月支部での話し合いより 
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研究部の考察 





１．８月、９月を通しての考察


　・「なりたい自分」＝「信頼される事務職員になりたい」という意見が多かった。


　・「なりたい自分」というより悩みや課題に対する発言が多かった。


　・悩み、課題を持っているということは、潜在的に目指すものがあるととらえて良いのではないか。


　・悩みを口にすることで、なりたい自分を見つけるために前進できたのではないか。


　・中堅以上の層は、モチベーションの維持に苦労している。


　・若手は、採用当時から事務主任としての役割を背負うプレッシャーがある。


　・経験を積むにしたがって、個人的な悩みを抱えつつ、組織的な課題にも目を向けている。


　・課題を解決することで「なりたい自分」に近づける。





２．今後の取り組み（案）


　・分散会で出た課題を洗い出し、解決の糸口を探る。


　・なりたい自分（例：信頼される事務職員）に必要な具体を取り出し、会員に示す。


　・具体的にめざす事務職員像がイメージできるように、先輩の実践を話してもらう。


　・縦のつながり（育成する、育成される）の強化のための場を設定する。





検討して


いきます！





「人」「教材」「施設」に視点をあてアンケートを実施して報告してみよう。





安心安全な施設設備について、子どもたちの意見や要望もきいてみよう。
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環境に配慮した物品の購入も大事だね。





　○校内のネットワーク上に、市費執行状況、次年度予算要求についての情報を載せた。（浜松市）�　○各教科に配当されている予算の執行を促した。今後の見込みについて考えていただくため、教員


　に働きかけをした。（浜松市）


　○昨年度の対比により、電気料が多くなっていた。状況をグラフ化し、教員に示した。職員で原因


　を考え、節電の意識を高めた。（富士市）
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今年度も、全事研では、個人、グループ、市町、地区での実践を募集します。県の事務研を通して応募を募りますので、その際には多くの応募を期待しています。








